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京都府胃がん内視鏡検診の実施状況について

＜府内胃がん内視鏡検診の実施状況＞

・久御山町（H20年度～、H29年度～二次読影）、京都市（H29年6月～）、福知山市（R2年5月～）

・平成30年３月 京都府生活習慣病検診等管理指導協議会がん検診部会

第１回胃がん検診ワーキングを開催

・令和５年９月 府内広域での受診が可能となる、京都府胃がん内視鏡検診管外受診制度※を開始

同制度を活用し、向日市、長岡京市、大山崎町で胃がん内視鏡検診を開始

※京都府胃がん内視鏡検診管外受診制度

・検診実施主体である市町村と一般社団法人京都府医師会が委託契約を締結

・府内の実施認定医療機関であれば、どこでも受診可能

例：向日市在住で、勤め先が宇治市内にある場合、職場近くの医療機関で検診を受けることができる

・受診者は、身近な場所や受診可能な日時で医療機関を選択できる

胃がん内視鏡検診の実施市町村数

令和５年度 ６（管外受診制度３、自治体独自３）

令和６年度 16（管外受診制度14、自治体独自２）

令和７年度（予定） 18（管外受診制度16、自治体独自２）
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京都府生活習慣病検診等管理指導協議会がん検診部会
子宮頸がん検診ワーキング設置について

１ 趣旨・目的

令和６年度から対策型の子宮頸がん検診において、HPV検査単独法が導入され、要件を満たす市町村について

実施が可能となったが、検査結果によって次回の検査時期や検査内容が異なる等、アルゴリズムの複雑性があり、

関係機関と協力した精度管理体制の構築が求められている。

そこで、府内広域での体制整備を行い、実施スキームや精度管理方法等について検討する。

２ 構成

・一般社団法人京都府医師会

・京都産婦人科医会

・京都府生活習慣病検診等管理指導協議会がん検診部会（子宮がん）

・京都府市長会

・京都府町村会

・京都市

・京都府健康福祉部保健医療対策監

・オブザーバー 検診機関

３ 検討事項

・府内における子宮がん検診の現状把握とＨＰＶ検査単独法導入にかかる課題整理

・アルゴリズムに基づく検診の実施体制の検討

４ 今後のスケジュールについて

・令和６年度中に第１回目を開催し、導入にかかる各機関の状況把握と課題整理

・令和７年度以降、市町村・医療機関の体制、受診者情報管理等の検討、実施に向けた調整、

導入後の事業評価とスキームの再検討
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